
２００４年７月２２日 

 

新レコードキーピングシステム「ＤＣＰＡＲＫⓇ」でのサービスを開始 

～ システムの切り替えを確定拠出年金業界で初めて実施 ～ 

 

損保ジャパンＤＣ証券株式会社 

株式会社 損害保険ジャパン               

 

損保ジャパンＤＣ証券株式会社（以下「損保ジャパンＤＣ証券」、社長：本山 浩一）は、確定拠出年金

記録関連業務の基幹システムであるレコードキーピングシステムを、日本ユニシス株式会社（社長：島田  

精一氏）と共同開発した新システム（名称「ＤＣＰＡＲＫⓇ」：Defined Contribution Plan Administration 

Record Keeping）に切り替え、７月２０日より同システムによるサービスを開始しました。 

 今回のシステム切り替え作業は、既存の全加入者について、加入時点からのすべてのデータを「ＤＣＰＡ

ＲＫⓇ」に移行したもので、確定拠出年金記録関連運営管理機関として、このレコードキーピングシステムの

切り替えは日本で初のケースとなります。 

株式会社損害保険ジャパン（以下、「損保ジャパン」、社長：平野浩志）では、確定拠出年金事業を損保・

生保に次ぐ第三のグループ重要戦略事業と位置付け、中長期的には当社グル－プの中核とすべく事業を推進

しております。本システムの稼働により、損保ジャパングループでは、より一層充実したサービスを提供  

できるよう努めてまいります。 

 

１． 新レコードキーピングシステム（「ＤＣＰＡＲＫⓇ」）導入の背景 

損保ジャパンＤＣ証券は１９９９年５月、安田火災（当時）と米国シグナ社が合弁で設立した確定拠出

年金専門会社であり、設立当初のレコードキーピングシステムを継続利用してまいりました。今般、   

これまで蓄積したノウハウを基に、多様な顧客ニーズに迅速かつ低廉なコストで対応するなどサービスを

一層向上していくことを目的に、より柔軟で利便性の高いサーバー系のシステムに切り替えることにしま

した。 

 

２．  「ＤＣＰＡＲＫⓇ」の構成 

（１）サーバー型の柔軟なシステム構造 

プラットフォームにWindows2000Ⓡサーバーを使用し、システム維持・増設コストの低減化を実現 し

ています。そのため、低廉な価格による加入者サービスの提供が可能となります。 

（２）最新の開発技法の採用 

ＷＥＢシステムに世界的にも信頼性の高いシステムを採用することで、高生産性・高保守性を確保  

しています。そのため、制度改正時のシステム変更などにも柔軟で迅速な対応が可能であり、システム

保守コストの大幅な削減が実現できます。 

（３）セキュリティー対策の強化 

数々のバックアップ機器のほか、業界最上位クラスのセキュリティー対応（SSL128ビット）を採用す

るとともに、２４時間３６５日の不正アクセス監視を行い、セキュリティー強化を図っております。 

 

３． 「ＤＣＰＡＲＫⓇ」の主なサービス 

（１）新たに提供する事業主向けインターネットサービス 



事業主向け管理サイトによるサポート機能は、他社にはない「ＤＣＰＡＲＫⓇ」固有のサービスであり、

プラン全体の資産状況・履歴などリアルタイムにビジュアルな形で確認できるサービスを提供する他、

加入者の属性情報や毎月の掛金情報をＷＥＢ上で管理できる機能やペーパーレスの事務処理サービスな

どを提供します。 

（２）機能を強化したサービス 

  ①加入者向けインターネットサービス 

 加入者向けには、従来から提供していた「２４時間いつでも自由に無料でスイッチングできる」       

サービスなどに加え、ＷＥＢ上での投資教育の実施と事業主への完了報告、リアルタイムに資産状況 

をビジュアルに表示するサービスなどを新たに開始します。 

  ②商品ラインアップの拡充 

「ＤＣＰＡＲＫⓇ」稼動に伴い、定期預金商品や元本確保型生保商品の取り扱いが新たに可能となり   

ました。これにより、従来同様、企業型（単独型・総合型）、個人型など全ての確定拠出年金プラン 

をサポートすると共に、現在、日本国内の確定拠出年金で提供されている全ての運用商品をライン    

アップすることができます。 

（３）引き続きご提供するサービス 

①バンドル・サービス 

 確定拠出年金制度導入コンサルティングから制度設計サポートに始まり、商品提供・投資教育・    

情報提供・口座管理業務までの運営管理サービスを損保ジャパンＤＣ証券１社で一元的に提供する 

バンドル・サービスは従来から高い評価をいただいており、「ＤＣＰＡＲＫⓇ」導入後も継続して提供

します。 

②バイリンガル・サービス 

従来から提供している英語サービスは、「ＤＣＰＡＲＫⓇ」においても継続して提供します。さらに、

新たに提供するインターネットサービスについても英語での提供が可能であり、外資系企業だけで 

なく日本企業の外国人従業員向けのサービスも万全です。 

 

４． 今後の展開 

損保ジャパングループでは、今回の「ＤＣＰＡＲＫⓇ」の稼働により、顧客サービスの一層の向上を

志向していくとともに、ＤＣ事業のさらなる拡大を図ってまいります。 

なお、損保ジャパンＤＣ証券では、確定拠出年金において各地の銀行と提携して事業展開を行なって

おります（提携済銀行５行：２００４年７月２０日現在）が、「ＤＣＰＡＲＫⓇ」導入を機に、銀行をは

じめとした他の金融機関との提携を一層推進してまいります。 

以 上 

注 
DCPARKは損保ジャパンＤＣ証券株式会社の登録商標です。 

（別紙１）損保ジャパンＤＣ証券の概要 

（別紙２）「ＤＣＰＡＲＫⓇ」の機能 



（別紙１） 

 

【損保ジャパンＤＣ証券の概要】 

 

１．本  社  東京都新宿区西新宿１－２５－１ 

２．代表取締役  社長 本山 浩一 

３．営業開始  １９９９年１０月 

４．資 本 金  ８８億２０００万円 

５．株  主  損保ジャパン １００％ 

６．従業員数  ６４名 

 （注）上記数値は、２００４年３月末時点のものです。 

 

【沿 革】 

年 月 沿  革 

１９９９年 ５月 

１９９９年１０月 

 

２０００年 １月 

２００１年 ６月 

２００１年１１月 

２００２年 ７月 

２００２年 ８月 

２００３年 ９月 

２００３年１０月 

２００３年１１月 

安田火災シグナ証券株式会社の設立 

証券営業の開始 

「積立ファンドプラン（給与天引きによる投信購入サービス）」の発売 

年金コンサルティング業務の開始 

投資顧問業務の開始 

確定拠出年金運営管理業の開始 

「損保ジャパン・シグナ証券株式会社」に商号変更 

確定拠出年金サービスにおける英語対応開始 

損保ジャパンによる１００％子会社化 

「損保ジャパンＤＣ証券株式会社」に商号変更 

総合型の確定拠出年金プランを発売 

 

 

【確定拠出年金受託実績】（地方銀行提携を含む。２００４年５月末） 

 

１．企業型確定拠出年金 

○取扱規約承認件数： ５８件（件数シェアは６．５％で全運営管理機関６９２社のうち第４位） 

 （※）全社ベース規約承認件数：８９８件 

 

２．個人型確定拠出年金 

○加入者取扱件数 ： ８，００４件 

○取扱件数シェア ： ２５．０％（業界第１位：記録関連業務専業会社を除く） 

 （※）全加入者件数：３２，０６７件 

 

以 上 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

【日本ユニシス社によるシステム運用】

「ＤＣＰＡＲＫⓇ 」の機能
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★柔軟で軽快、利便性の高い最新鋭サ－バ－系システム★
○制度改定による変更修正などカスタマイズへの対応が柔軟
○日本ユニシス社による機動的なサポ－ト、システム運用 ．．．など

★柔軟で軽快、利便性の高い最新鋭サ－バ－系システム★
○制度改定による変更修正などカスタマイズへの対応が柔軟
○日本ユニシス社による機動的なサポ－ト、システム運用 ．．．など

【日本ユニシス社の既存パッケ－ジ】

★１００ライセンス強の稼働実績がある信託銀行向け資産
管理パッケ－ジを基盤にしたレコ－ドキ－ピング機能
★他の運営管理機関での活用実績有り

【ＳＪＤＣ既存システム】

★関係機関との外部接続機能
各種帳票作成機能
英語サ－ビス等

融合融合

（別紙２）

事業主向けの管理
サイトは、他社には
ないサポ－ト機能

〈１〉事業主向けに豊富な「インターネットサービス」を新たに提供
（１）Ｗｅｂによる企業側定例業務の処理、事務支援機能 →「企業側の事務効率化」
（２）従業員合計の資産配分状況・履歴のモニタ－機能 →「継続教育に活用」
（３）従業員の「投資教育講座」受講状況のモニタ－機能 →「教育環境をサポ－ト」

加入者教育サポート
機能を追加

〈２〉加入者向けに豊富な「インターネットサービス」を提供、機能追加
・Ｗｅｂを通じた、規約照会、投資教育講座の受講、ライフプラン・シミュレ－ション等

最大の強みを維持
業界随一

〈３〉引き続き「バンドル・サービス」や「バイリンガル・サービス」を提供


